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令 1.9.10 

マクロ経済スライドによる公的年金

の給付水準 
 

１ 公的年金の財政安定化 

平成16年の制度改正において、将来にわたって公的年金が持続可能となる仕組

みを構築しました。「マクロ経済スライド」と呼ばれ、少子高齢化が進行する

中、将来世代の負担が過重なものとなることを避けるために、将来にわたって保

険料水準を固定しつつ、その範囲内で給付を賄えるようにするもので、次の施策

があります。 

⑴ 一定額・一定率まで保険料を引上げ（国民年金保険料17,000円（平成16年度

価格）、厚生年金保険料率18.3％）（この措置は完了） 

⑵ 基礎年金国庫負担を２分の１へ引上げ（この措置は完了） 

⑶ 積立金の活用（概ね100年間で財政均衡を図る方式とし、積立金を活用して後

世代の給付に充当する） 

⑷ 財源の範囲内で給付水準を自動調整する（賃金再評価・物価スライドの改定

率から、現役被保険者の減少率及び平均余命の伸びを勘案した一定率（0.3％）

を控除して年金の実質的価値を引き下げる） 

⑸ 少なくとも5年に1回は、財政見通しとマクロ経済スライドによる年金財政の

健全性を検証する（財政検証） 

２ マクロ経済スライドとは 

マクロ経済スライドを大胆に要約すると、保険料を一定程度引き上げること、実質

的な年金額を引き下げることです。現役世代・企業・年金受給者にそれぞれ負担

を分かち合っていただくものです。 

公的年金の財政は、現役世代・企業が納付する保険料をそのときの年金受給者

に交付する世代と世代の支え合い（賦課方式といいます）によっており、「現役

世代・企業」対「年金受給者」の対立の歴史があります。古くは、昭和 60年改正

（基礎年金導入の改正）において、大幅に年金水準を見直したのです。そして、

当時では、5年ごとに財政再計算を行っては、保険料率（額）、年金の給付水準

を見直す改正を行っていました。 

そうすると、5年ごとに年金財政をめぐる紛糾が起きるのは不幸ということ

で、マクロ経済スライドによる遠い将来を見越した財政安定化策を構築したもの

で、この仕組みにより年金の安定性が高まったと評価できます。 

ある程度の経済成長、合計特殊出生率（一人の女性が一生の間に生むとしたと

きの子ども数）の維持向上との前提がありますが、一部、危惧されている「どう

せ私たちのときは貰えない」事態はないのです。 

３ 令和元年の財政検証 

銀年 
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令 1.9.10 

本年 8月 27日厚生労働省は、新聞でも報道されたとおり、１の⑸の財政検証の

結果を発表しました。 

「2割減る」と書いてあったとの感想が多数です。たしかに「年金 30年後 2割

目減り」（8月 28日中国新聞）とあり、目を引く見出しです。 

しかし、中身を伴う見出しではなく、あえて政府よりに評価すると、むしろ今

回の財政検証はマクロ経済スライドが予定どおり機能していることを表している

と言えるのです。 

換言すると、公的年金は、将来とも老後生活の柱であり続けるのです。 

４ 年金の実質的価値 

１の⑷につき、新聞は、次図を紹介していました。平たく言うと、現役男子の

手取り収入に対して、現状の年金額は、61.7％の水準（モデル年金額）にあり、

緩やかに引き下げて令和 42年度には、50.8％になるというものです。 

 

５ 自助努力 

図の 22 万円は、最低日常生活費をほぼカバーできる水準。逆に、ゆとりある生

活には、上乗せの年金を若いときから用意すべきです（銀年 57号参照）。 

あなたの企業でも中小企業でも導入できる「企業型確定拠出年金」を導入されませんか 
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